
　
こ
の
議
案
審
議
の
経
過
と

結
果
は
「
議
会
だ
よ
り
�
４(

８

月
１
日)

」
で
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
が
、
議
会
だ
よ
り
編

集
日
程
と
紙
面
ス
ペ
ー
ス
の

制
約
か
ら
賛
成
・
反
対
の
各

討
論
が
掲
載
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
従
来
の
議
会
だ
よ
り
と
同

様
、
討
論
の
論
旨
を
臨
時
号

に
よ
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
討
論
終
了
後
の
採

決
は
、
起
立
採
決
を
行
い
賛

成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

(

既
報
の
と
お
り)

　
私
は
、
胎
内
市
議
会
の
議
員

定
数
を
定
め
る
条
例
に
つ
い
て
、

議
会
の
権
威
を
守
る
た
め
反
対

の
立
場
で
討
論
を
行
う
。

　
市
長
の
意
見
書
に
も
述
べ
ら

れ
て
い
る
が
、
合
併
協
議
会
で

全
員
異
議
な
く
承
認
さ
れ
、
中

条
・
黒
川
両
議
会
で
も
定
数
26

名
に
つ
い
て
は
、
一
人
の
異
論

も
な
く
、
こ
れ
を
含
む
廃
置
分

合
等
の
重
要
案
件
も
両
議
会
で

可
決
を
し
、
県
議
会
で
も
議
決

さ
れ
、
総
務
省
の
認
可
も
お
り

合
併
が
成
立
し
た
。
以
上
の
よ

う
に
す
べ
て
法
の
手
順
に
従
っ

て
き
た
の
で
あ
り
、
自
治
体
の

最
高
決
定
機
関
で
あ
る
議
会
の

決
定
は
重
要
で
あ
る
。

　
こ
の
条
例
制
定
に
関
与
し
、

先
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
議

員
は
議
会
の
権
威
と
名
誉
を
自

ら
否
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
責

任
は
重
大
で
あ
る
。
以
上
の
こ

と
か
ら
原
案
に
反
対
す
る
。

　
16
年
10
月
の
法
定
協
議
会
の

頃
や
調
印
式
の
時
は
、
両
町
村

の
財
政
状
況
が
余
り
把
握
さ
れ

て
い
な
い
状
態
で
定
数
が
決
め

ら
れ
た
。
同
規
模
の
村
上
市
議

会
で
は
、
22
人
の
議
員
数
を
次

の
改
選
で
は
18
人
に
す
る
と
決

議
さ
れ
、
人
口
10
万
人
超
の
新

発
田
市
議
会
で
も
30
人
の
議
員

数
と
決
ま
っ
た
こ
と
な
ど
を
踏

ま
え
て
、
17
年
度
末
、
経
常
収

支
比
率
が
約
95
％
の
財
政
状
況

が
把
握
さ
れ
た
今
、
人
口

３
万
３
千
余
り
の
胎
内
市
に
26

人
の
議
員
が
必
要
と
は
思
え
な

い
。
議
員
の
数
を
４
人
減
ら
す

だ
け
で
、
４
年
間
に
約
６
、
８

０
０
万
円
も
削
減
さ
れ
る
の
で

あ
り
、
介
護
保
険
料
、
国
保
税

の
値
上
げ
、
水
道
会
計
の
悪
化

等
で
こ
れ
以
上
市
民
に
負
担
は

か
け
ら
れ
な
い
。
議
員
自
ら
削

減
を
し
て
行
財
政
改
革
の
手
本

を
示
し
、
市
民
が
安
心
し
て
暮

ら
し
て
行
け
る
胎
内
市
の
礎
を

築
く
べ
き
で
あ
り
、
今
回
の
議

員
定
数
の
削
減
に
は
賛
成
で
あ

る
。

　
私
は
、
時
代
の
流
れ
か
ら
も

財
政
的
・
住
民
的
感
情
か
ら
も

議
員
の
定
数
削
減
は
当
然
の
こ

と
と
受
け
止
め
て
い
る
。
し
か

し
、
議
員
の
定
数
を
26
名
と
す

る
こ
と
は
、
合
併
協
議
会
で
の

審
議
を
経
た
後
、
議
会
で
決
定

さ
れ
た
。
合
併
後
の
新
市
の
舵

取
り
や
広
く
住
民
要
望
を
吸
い

上
げ
て
い
く
た
め
「
最
初
の
選

挙
は
定
数
26
名
」
と
の
決
定
は

尊
重
さ
れ
る
べ
き
だ
。

　
議
員
の
定
数
削
減
に
つ
い
て

の
議
論
や
決
定
は
、
選
挙
を
間

近
に
控
え
た
今
、
そ
の
環
境
に

は
な
い
。
次
の
選
挙
で
決
ま
る

議
会
は
、
合
併
に
伴
う
諸
問
題

に
本
格
的
に
取
り
組
む
新
市
の

ス
タ
ー
ト
議
会
だ
。
定
数
削
減

に
つ
い
て
は
、
選
挙
後
に
特
別

委
員
会
を
設
け
て
広
く
議
論
し
、

慎
重
に
決
定
す
べ
き
問
題
だ
。

　
定
数
削
減
を
望
む
２
、１
４
０

人
に
及
ぶ
署
名
は
「
議
員
は
、

今
い
っ
そ
う
市
民
の
代
弁
者
と

し
て
の
職
務
を
果
た
す
努
力
を

す
べ
し
」
と
の
お
叱
り
の
声
で

あ
り
、
さ
ら
な
る
精
進
に
務
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
胎
内
市
17
年
度
決
算
の
起
債

残
高
、
一
般
会
計
約
１
９
２
億

円
、
企
業
会
計
の
上
水
道
約
51

億
円
、
下
水
道
約
１
１
０
億
円
、

観
光
事
業
約
４
億
円
、
地
域
産

業
振
興
事
業
約
６
億
円
、
合
計

約
３
６
３
億
円
、
市
民
一
世
帯

当
た
り
に
換
算
す
る
と
約
３
６

０
万
円
に
な
る
。
そ
の
他
債
務

負
担
行
為
の
残
高
約
14
億
円
。

市
長
は
「
合
併
協
議
会
で
合
意

し
た
事
項
を
遵
守
す
る
。
」
と

い
う
が
政
治
は
動
い
て
お
り
生

き
物
で
あ
る
。
合
併
協
議
会
か

ら
わ
ず
か
一
年
間
で
経
常
収
支

比
率
が
約
95
％
、
財
政
に
赤
信

号
が
点
滅
す
る
と
は
誰
が
予
測

し
た
だ
ろ
う
か
。

　
新
生
胎
内
市
の
今
、
一
番
大

き
な
課
題
は
財
政
再
建
で
あ
り

議
員
は
財
政
危
機
を
自
ら
の
も

の
と
し
、
最
上
限
の
26
人
で
な

く
、
議
員
定
数
を
22
人
に
削
減

す
る
こ
と
に
賛
成
す
る
。

激
し
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私
は
、
胎
内
市
議
会
の
議
員

の
定
数
を
定
め
る
条
例
に
反
対

の
意
志
を
表
明
す
る
。

　
定
数
26
名
は
市
長
の
意
見
書

に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、

住
民
代
表
も
加
わ
っ
た
合
併
協

議
会
で
確
認
決
定
さ
れ
、
現
在

の
市
議
会
議
員
で
あ
る
両
町
村

議
会
に
お
い
て
各
々
圧
倒
的
多

数
で
決
議
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
の
議
会
で
合
併
後
初
の

一
般
選
挙
は
、
黒
川
地
区
住
民

の
将
来
の
不
安
を
考
慮
し
選
挙

区
を
設
け
、
中
条
地
区
21
名
、

黒
川
地
区
５
名
と
す
る
事
も
議

決
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
様

な
事
か
ら
定
数
の
削
減
は
明
確

に
反
対
で
あ
り
、
今
後
26
名
定

数
の
是
非
に
つ
い
て
は
一
般
選

挙
後
、
幅
広
い
議
論
を
十
分
時

間
を
か
け
て
行
い
、
地
方
分
権

の
時
代
に
相
応
し
い
定
数
と
議

会
改
革
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

　
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例

に
賛
成
の
意
見
を
述
べ
る
。
　

　
黒
川
村
議
会
に
在
任
中
か
ら

一
貫
し
て
定
数
是
正
の
問
題
、

自
然
保
護
条
例
の
制
定
、
中
条

町
と
の
合
併
を
議
会
活
動
の
ラ

イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
取
り
組
ん

で
来
た
。
こ
の
定
数
条
例
の
問

題
は
信
念
と
し
て
訴
え
続
け
て

来
た
つ
も
り
だ
。
承
知
の
と
お

り
、
旧
黒
川
村
議
会
に
お
い
て

は
２
回
も
無
競
争
で
村
民
の
審

判
を
受
け
て
い
な
い
。
こ
の
度

の
選
挙
は
、
地
区
割
り
が
な
さ

れ
激
戦
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
反
し
旧
中
条
地
区
は
誠

に
低
調
で
あ
り
、
市
民
の
議
会

ば
な
れ
、
種
々
の
要
因
が
あ
る

と
思
う
が
、
今
後
、
大
き
く
飛

躍
し
て
い
か
な
け
れ
ば
市
の
展

望
が
な
い
の
で
は
な
い
か
。
こ

れ
以
上
市
民
か
ら
次
々
と
問
題

提
起
が
な
さ
れ
な
い
た
め
に
も

少
な
か
ら
ず
目
に
見
え
る
対
応

が
必
要
と
思
う
。

　
議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
合

併
前
の
協
議
会
で
調
整
、
決
定

済
み
で
あ
り
全
議
員
で
賛
成
し

て
来
た
経
緯
が
あ
る
。
そ
れ
を

明
日
あ
す
改
選
を
控
え
、
思
い

つ
き
の
ご
と
く
定
数
問
題
を
引

き
出
し
、
選
挙
用
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
と
捉
え
て
い
る
住
民
も

多
い
。

　
定
数
削
減
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
そ
れ
以
前
に
日
頃
の
言
動

と
行
動
が
あ
ま
り
に
伴
わ
な
い

議
員
の
資
質
こ
そ
が
問
わ
れ
る

べ
き
だ
。

　
今
後
は
胎
内
市
の
進
む
べ
き

進
路
を
早
急
に
定
め
、
そ
れ
に

よ
る
定
数
の
適
正
化
を
図
り
、

均
衡
あ
る
行
政
、
住
民
の
要
望

に
即
応
し
た
行
政
の
促
進
、
ま

た
１
４
７
億
円
の
予
算
チ
ェ
ッ

ク
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と
こ
そ

住
民
の
利
益
、
福
祉
に
資
す
る

も
の
と
確
信
し
原
案
に
反
対
す

る
。

　
当
市
は
、
市
民
の
担
税
力
は

そ
れ
程
高
く
な
く
、
決
し
て
裕

福
と
は
言
い
難
い
自
治
体
で
あ

り
、
社
会
保
障
費
の
増
大
や
義

務
的
経
費
の
増
大
、
将
来
的
に

税
収
の
増
大
が
見
込
め
な
い
点

等
を
考
え
る
と
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
継
続
的
な
健
全
財
政
へ
の

努
力
、
す
な
わ
ち
行
政
改
革
が

必
要
で
あ
る
。

　
定
数
削
減
に
よ
り
、

�
議
員
が
よ
り
全
市
的
視
野
を

持
つ
よ
う
に
な
る
。

�
議
論
の
迅
速
化
が
進
展
す
る
。

�
政
策
・
主
張
が
明
確
に
な
る
。

�
有
権
者
の
政
策
判
断
の
重
要

性
が
増
大
す
る
。

�
議
員
の
権
限
と
責
任
が
増
大

す
る
。

�
議
会
費
の
削
減
に
な
る
。

な
ど
が
実
現
で
き
る
と
考
え
る
。

　
諸
般
の
事
情
で
、
条
例
改
正

は
、
多
方
面
に
影
響
し
て
困
難

を
極
め
る
し
、
請
求
代
表
者
の

意
見
陳
述
に
は
、
疑
義
を
唱
え

る
と
こ
ろ
だ
が
、
こ
こ
は
市
民

の
声
を
優
先
す
べ
き
で
あ
る
。

　
法
制
の
住
民
請
求
権
行
使
は
、

合
法
の
限
り
重
く
、
遵
守
は
当

然
。
だ
が
代
表
木
村
氏
、
裏
で

３
市
議
の
思
惑
案
。
不
当
を
示

し
反
対
す
る
。

　
そ
の
理
由
は
、

一
、
自
治
法
第
91
条
第
２
項
第

５
号
、
人
口
５
万
未
満
の
市
及

び
人
口
２
万
以
上
の
町
村
、
26

人
の
議
員
で
速
く
条
例
で
定
め

る
。
市
は
取
組
の
途
上
、
背
く

は
違
法
。
為
に
、
初
回
限
り
黒

川
５
人
、
中
条
21
人
と
議
会
全

員
連
帯
責
任
で
８
月
末
日
解
散

決
議
、
10
月
上
旬
の
日
曜
選
挙

想
定
の
合
議
に
背
く
。

二
、
合
併
時
の
両
債
務
、
新
市

に
引
き
継
ぐ
責
務
は
厳
し
い
。

同
時
に
、
こ
の
先
、
新
市
基
本

計
画
に
基
づ
く
事
業
費
予
算
総

計
は
２
５
０
億
円
超
は
確
か
。

こ
の
全
額
を
負
債
に
加
算
し
、

請
求
住
民
を
煽
り
、
発
信
し
た

賛
成
討
論
議
員
の
責
任
は
重
大
、

悪
質
の
極
み
で
あ
る
。
合
法
装

い
、
中
身
は
悪
行
だ
。

　
こ
れ
か
ら
の
４
年
間
は
過
去

を
精
査
し
、
将
来
に
向
か
っ
て

確
固
た
る
行
財
政
基
盤
づ
く
り

を
行
う
、
ま
さ
に
胎
内
市
の
命

運
を
か
け
る
と
き
で
あ
る
。
議

会
は
、
そ
の
意
思
決
定
機
関
と

し
て
執
行
部
と
同
様
、
今
ま
で

と
比
べ
物
に
な
ら
な
い
重
責
を

担
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
胎
内
市
の
数
百
億
円
に
の
ぼ

る
負
債
の
責
任
が
、
全
て
の
議

決
権
を
有
し
て
い
る
市
議
会
議

員
に
あ
る
の
だ
か
ら
責
任
を
と
っ

て
削
減
せ
よ
と
の
誤
っ
た
考
え

に
は
賛
同
で
き
な
い
。

　
む
し
ろ
今
回
は
難
局
に
立
ち

向
か
う
胎
内
市
議
会
の
財
産
と

な
り
得
る
真
の
代
弁
者
を
議
会

に
送
り
込
む
努
力
を
す
べ
き
だ
。

　
５
年
前
、
定
数
削
減
を
議
員

提
案
し
た
一
人
と
し
て
は
、
市

民
の
負
託
を
担
え
る
範
囲
で
、

専
門
的
に
議
員
活
動
で
き
る
手

立
て
を
協
議
し
た
う
え
で
次
回

は
削
減
す
る
べ
き
と
考
え
る
。

◆
平
成
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年
8
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日（
臨
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責
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議
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小
田
英
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